
裁
判
所
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
及
び
最
高
裁
判
所
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一

司
法
制
度
改
革
の
成
果
が
国
民
に
実
感
で
き
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
裁
判
員
制
度
な
ど
新
た
な
制
度
の
円
滑
な
導
入
、
司

法
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
に
必
要
な
人
的
・
物
的
体
制
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
に

一
層
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
人
的
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
中
長
期
的
な
展
望
の
も
と
に
計
画
的
に
行
う
よ
う
努
め
る

こ
と
。

二

社
会
の
変
容
に
伴
い
、
司
法
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
裁
判

を
実
現
す
る
た
め
、
研
修
の
充
実
等
を
図
り
、
裁
判
官
及
び
そ
の
他
の
裁
判
所
職
員
の
専
門
性
、
資
質
・
能
力
の
一
層
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。




